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「ＪＰシートの内容をＷＯＲＫシートで作る」

ＪＰシートとＷＯＲＫシートは異なるものですが、共通している項目もあります。

この共通している項目を使うと、ＪＰシートでもＷＯＲＫシートでも、同じ内容のシー
トが作れます。

例えば、ＪＰシート日足４０４番。直近で点灯しています。

この内容をＷＯＲＫシートで作るとどうなるのでしょうか？

試してみましょう。

その前に、共通する項目を探していきます。

※ＪＰ２０００ソフトを使います。

下記の赤枠の部分がＷＯＲＫシートで設定出来る項目です。

弾性値(生ではない)、ＭＡＶ、Ｍ指標、出来高倍率、高値切り上・下がり、
安値切り上・下がり、ＲＪ指数、ハイローバンド、出来高水準、当日終値

そして、弾性値、ＭＡＶ、Ｍ指標についての向きや位置関係です。

これらが共通する項目です。

※生ｘｘｘ弾性値はＷＯＲＫシートで設定する事は出来ません。
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ＪＰシートの弾性値について
短期弾性値の周期は１３、中期弾性値の周期は２６、長期弾性値の周期は５０と固定で
す。

これをＷＯＲＫシートで設定するとこうなります。

ＭＡＶの周期は４と１３を使っています。

短の項目を使えばＪＰシートと同じになります。周期は固定で最初から４と１３にセッ
トされています。あらためて入力する必要はありません。

短期Ｍの周期は４と１３、中期Ｍの周期は９と２６です。

短の項目がＪＰシートでいうところの短期Ｍ指標、中のそれが中期Ｍ指標となります。

※周期固定の部分は、数値を変更しても、元に戻ります。
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出来高倍率
ＪＰシートでは、１つの周期しか使えませんが、ＷＯＲＫシートでは同時に３つまで異
なる周期を使うことが出来ます。（短・中・長の３つ）

ＲＪ指数 ＷＯＲＫシートでは、短の周期に「１４」、中に「９」と入力し、
その他については、「短」の項目を使います。
※周期以外「中」、「長」の項目は使いません。

下記の設定例だと、９０以上で逆Ｖとなります。

※ＪＰシートのＲＪ指数の周期は、「１４」、「９」と固定で使っています。

ＷＯＲＫシートでは、１つの枠に２つの数値を入れる事が出来ないので、周期だけは、
「短」と「中」を使い、その他の項目は「短」のみを使用します。

下記のように「中」の項目にセットしても意味をなしません。条件としては、無視され
ます。

※「長」に入力しても同様です。
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ハイローバンド

ＪＰシートでは、１つの周期しか使えませんが、ＷＯＲＫシートでは同時に３つまで異
なる周期を使うことが出来ます。（短・中・長の３つ）

Ｖ字に「１」を入れるとＪＰシートでいうところの買い転換（陽転）です。
Ｖ字に「３」を入れるとＪＰシートでいうところの売り転換（陰転）です。
昇降に「１」を入れるとＪＰシートでいうところの買い場（陽線）です。
昇降に「３」を入れるとＪＰシートでいうところの売り場（陰線）です。

１５日ハイローバンドが買い転換

出来高水準

ＪＰシートでは、平均出来高（例えば５日間の平均出来高など）を表しています。なの
でＷＯＲＫシートでは、出来高移動平均線を使います。ＷＯＲＫシートでは同時に３つ
まで異なる周期を使うことが出来ます。（短・中・長の３つ）
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当日終値 移動平均線②の項目を使います。

周期を「１」とすると当日終値そのものですから。

「高値切り上がり・切り下がり」、「安値切り上がり・切り下がり」

株価水準（終高安）を使います。

「短」の項目が終値、「中」の項目が高値、「長」の項目が安値をそれぞれ表現していま
す。
※周期の項目は使いません。入力しても無視されます。

昇降の項目に「１」とすると上向きという事ですから、切り上がりの意味を、
「３」と入力すると下向きという事ですから、切り下がりを意味します。

高値切り上がり、安値切り下がりの設定

ＷＯＲＫシートの設定はＪＰソフトの中でも特にややこしいので、実際、入力してチェ
ックしてみてください。

こちらの勉強会のページにも解説がありますので、ご覧下さい。
http://www.neuralnet.co.jp/user/benkyou.html

※下の方にある「ＷＯＲＫ分析シートの設定方法」です。
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■ＪＰシート日足４０４番をＷＯＲＫシート作る

ＪＰシート
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ＷＯＲＫシートで表現

周期固定エリア、勝手にセットされます。

右へスクロール
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ＷＯＲＫ分析でチェック

ＪＰ分析でチェック

同じ所にサインが表示されました。

ＪＰ２０００ソフトのシートを使いましたが、ＪＰ法株価分析システムでも同様に出来
ます。

試してみて下さい。


